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SCONA TPPL 1214 PA

SCONA TPPL 1214 PA
ポリ乳酸系コンパウンドの粘度調整剤で、配合時の溶融張力および分子量を増加させ、材料の加工性を向
上させる。

製品データ

組成
化学修飾ポリ乳酸

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

グラフト官能性: 　グリシジルメタクリレート
グラフト化レベル: > 2.5 %
乾燥減量 (180分, 110 °C): < 0.5 %
色: オフホワイト
形状: 粉末

貯蔵および輸送
密封した容器に入れ、乾燥した、十分に換気された冷暗所に保管してください。

特記事項
本製品は、未変性のベースポリマーで希釈されない場合、融解中に架橋することがあります。
したがって、この製品についてMVRを確実に決定することはできません。

適用分野

熱可塑性樹脂

特長
SCONA TPPL 1214 PAは、グリシジルメタクリレートで官能化されたポリ乳酸(PLA)に基づく高性能ポリマー
改質剤です。本製品は、その反応性エポキシド基により、重縮合ポリマーの分子量を増加させ、ベースポリ
マーの溶融粘度度を増加させることによって、粘度増強剤として作用します。このようにして、押出成形およ
び熱成形の際に優れた加工性が達成されます。添加剤はPLAベースであるため、PLAベースのコンパウン
ドでの使用に特に適しています。さらに、SCONA TPPL 1214 PAは、ポリ乳酸およびポリブチレンサクシネー
ト(PBS)およびポリブチレンアジペートテレフタレート(PBAT)などの他の極性バイオベースポリマーから作製
されるブレンドの顕著な相溶化剤であり、これは、相溶性を増加させ、ブレンド成分の均一な分布を確実に
するためです。SCONA TPPL 1214 PAは、木材およびガラス繊維で強化されるポリ乳酸系コンパウンドにお
けるカップリング剤として使用することができ、機械的特性および加工性を向上します。
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推奨用途

粘度調整剤 X

相溶化剤 y

カップリング剤 Y

■ 最適 　□ 適

推奨添加量
粘度調整剤:初期および目標(終了)の粘度に応じて、全配合物に基づいて、1～10%の添加剤(供給時)。
相溶化剤:ポリマーブレンド中のポリ乳酸含有量に基づいて、5～30%の添加剤(供給時)。
カップリング剤:繊維/充填剤の含有量に応じて、全配合に基づいて2～6%の添加剤(供給時)。

上記の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
製品は、全ての押出機での加工中に、体積または重量フィーダーを介して添加することができます。
ゲル粒子の生成を防止するために、高い剪断力を有する二軸スクリュー押出機での混錬が推奨されます。
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